
北海道における脱炭素と
持続可能な地域づくり

２０２２年１月２１日

北海道環境財団 久保田 学



今日お話しすること

１．脱炭素と北海道の特性

２．再エネ導入はどこまで進んだか？

３．再エネならいいのか？

４．道内の取組事例

５．脱炭素社会のイメージ



１．脱炭素と北海道の特性



脱炭素と北海道の地域特性
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強み

 広大な土地
 豊富な自然エネルギー資源

（風・太陽光・水・地熱・雪氷）
 面積の７割を占める森林
 食料自給率２１６％（２０１９年）
 居住地の好感度

・
・
・

弱み・懸案

 積雪・寒冷（暖房エネルギー）
 広域分散（交通・インフラ）
 人口減，少子高齢化
 札幌一極集中
 電力系統
 自然環境・景観との両立
 資金，専門人材・企業

・
・

国内の脱炭素地域づくりを先導できる可能性

活
用
活
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服
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服



北海道は寒い！
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大停電（２０１８年）が冬だったら ･･･ エネルギーは命に関わる
※ 札幌市民の７割は灯油が主な暖房源だが，灯油暖房も多くは電気がないと動かない

出典 ： 平成24年度エネルギー消費状況調査（資源エネルギー庁委託調査）（三菱総合研究所，２０１３）

【月別平均気温】

データ出典 ： 気象庁サイト
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札幌

１月 1.8 -3.2

２月 1.9 -2.7

３月 3.8 1.1

４月 8.2 7.3

５月 12.5 13.0

６月 15.9 17.0

７月 18.4 21.1

８月 18.1 22.3

９月 14.4 18.6

10月 10.0 12.1

11月 6.1 5.2

12月 3.1 -0.9



公共交通が衰退すると・・・
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（単位：g-CO2/ｔ･km）（単位：g-CO2/人･km）
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出典 ： 国土交通省

出典 ： 北海道交通政策課

電気自動車
や自動運転で
問題を解決す
るか？
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日本の「再エネ供給基地」への期待

エネルギー需要の
１６倍以上の潜在量

7

再エネ資源量は
国内で最も豊富

出典（上）令和元年度版環境白書
（右）NPO法人環境エネルギー政策研究所（2018）

自然エネルギー白書2017



道外に流出する光熱費
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エネルギー代金３，９９８億円（道内
総生産の２．２％）が道外に流出

出典：令和元年度版環境白書

※ 環境省地域経済循環分析ツール2015年版による

＜参考＞ 令和３年度北海道当初予算
一般会計 ３２，５３０億円
道税収入 ５，７３３億円



２．再エネ導入はどこまで進んだか？



道内の新エネルギー導入状況
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発電設備地域別導入状況

11出典 ： 北海道経済産業局（２０１９）北海道の再生可能エネルギー～導入状況と系統制約の現状



<参考> 道内の主な発電所 （設備容量２０万ｋW以上）

12出典 ： 北海道経済部（２０２１）北海道における新エネルギー導入状況



一次エネルギー供給の内訳（北海道）

※ 一次エネルギー ： 自然界から得られた加工（転換）されてない状態のエネルギー
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出典 ： 北海道（２０２１）北海道省エネルギー新エネルギー促進行動計画【第Ⅲ期】



３．再エネならいいのか？
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出典 ： バイオマス白書2０２１
（NPO法人バイオマス産業社会ネットワーク）

課題は他にも・・・
• 世界的な木材争奪戦（燃焼の是非）
• （固定価格買取りで）地場材の不足
• （活用すべき）未利用材は高コスト
• 熱利用は低調（効率が悪い）

16

バイオマスならいいのか？

ＰＫＳ・木質ペレット
輸入量の推移

再エネ固定価格買い取り制度における
バイオマス発電の稼働・認定状況 熱帯林伐採

先住民の生活
破壊・土地収奪



× ＝

（写真：猛禽類医学研究所提供）
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脱炭素と自然環境保全のジレンマ



４．道内の取組み事例
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出典 ： ゼロカーボン北海道タスクフォース地方支分部局レベル会合第２回資料（２０２１）

ゼロカーボン北海道（２０２０年３月知事宣言）



出典 ： ゼロカーボン北海道タスクフォース地方支分部局レベル会合（第１回）資料（２０２１） 20



札幌市気候変動対策計画（２０２１年）
２０２０年２月 ゼロカーボンシティ宣言
２０２１年３月 気候非常事態宣言

21出典 ： 札幌市気候変動対策行動計画（２０２１）

※ 2013年比
-59％に相当

（国：-46％）



２０５０年のあるべき姿のイメージ（札幌市）
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出典 ： 札幌市気候変動対策行動計画（２０２１）



地域熱供給事例

出典：一般社団法人日本熱供給事業協会サイト
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札幌市都心地域 厚別副都心・もみじ台団地
 天然ガス，木質燃料，熱電併給，外気

冷熱等を活用
 供給延床面積約１９０ｈａ

 ２００２年まで厚別清掃工場のゴミ焼却熱，
現在はごみ固形化燃料が主要熱源

 延床面積約４８ｈａ（１,７７７世帯・８事業所）

他，南区真駒内，東区光星，札幌駅北口地区，苫小牧市街等で導入



雪氷冷熱利用
モエレ沼公園（６～９月にガラスピラミッドの冷房に利用） 札幌駅北口融雪槽（北口周辺地区に冷房熱供給）

写真出典：（上）札幌市サイト，（下中右）北海道経済産業局
（2012）雪氷熱エネルギー活用事例集５

沼田町・雪中米
（４～８月に米穀低温貯蔵）

美唄市
（老人保健施設・マンション等の雪冷房）

帯広市・アイスシェルター
（冬の外気で製氷しカーリング場を冷房）
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ＺＥＨ・ＺＥＢ

25出典：環境省ZEB PORTALサイト

高断熱，高効率設備，再エネ導入等
で年間の実質（ネット）エネルギー収
支ゼロを目指す住宅（H）・ビル（B）

ＺＥＨ（Net Zero Energy House）

ＺＥＢ（Net Zero Energy Building）

出典：大樹町資料から抜粋・一部改変



鹿追町（５,２５０人,牛約3万頭）

26出典：鹿追町サイト⇒臭気対策，雇用創出（約１５人）も



27出典：蓑島豪（2017）「環境未来都市」から「SDGｓ未来都市」へ（IGESサイト）を一部加工

森林経営を軸に一石二鳥三鳥の住民利益（下川町）

産業
振興

気
候
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

人口減・高齢化対策

 50ha×60年伐期（3000ha）で一サイクルの持続可能な森林経営
 公共施設熱供給の68％(2018年)を再エネ化（削減額3800万円の一部を基金化・子育て支援に充当



５．脱炭素社会のイメージ
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住民利益としてのエネルギー自立～ オーストリアの農山村から

Bregenz

Dornbirn

Krumbach

Langenegg

Hittisau

ブレゲンツ市

ドルンビルン市

クルムバッハ村

フォーアールベルグエネルギー研究所

ランゲンエッグ村

ヒッティサウ村
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州都
人口28,412人

人口46,883人

人口1,143人
人口1,030人

人口2,031人

AUSTRIA

Wien
GERMANY

CZECHO

ITALYSWISS
SLOVENIA

HUN
GAR
Y

人口約38万人／面積2600k㎡
96市町村・林業と酪農
小自治体気候政策×地方創生

フォアアール
ベルク州
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 地域の存続

 良質な生活

 美しく活気ある村

①中心街の高密度
化・集住化

⑥デザインの優れた
超低エネ・エコ建築

②村のスーパーの維持⑦エネルギー政策

徹底した市民参加・合意形成住民・事業者の共通利益の最適化

④公共建築による
住民活動支援

③中心街の公共建
築の多機能化

支持 支持

共通戦略～地方創生の手段としての脱炭素

⑤クルマ依存脱却
（公共交通の維持）



詳しくは書籍をごらんください

昭和堂（2021年3月） ブックエンド（2021年7月）
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ご静聴ありがとうございました
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